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2Mp-5　　空気抵抗の計測法とその実験式に基づいた布の動的変形予測法
　　　　　　奈良女大家政学研究科‘　　　　　○山崎華恵
　　　　　　奈良女大生活環境　　　　　　　　今岡春樹

　［目的］　この研究は、衣服の動的な変形を予測するための基mとなるものである。衣服’
を着装した状態の形状予測の研究は、すでに行われている。しかし、動的な変形における、

予測形状の現実との一致性。物理法則の設定、用いた布の物性値の計測法については議論
されていない。そこで、風の影響を受けた場合の、妥当な物理法則を明らかにし、布の空
気抵抗係数の計測法を確立することを目的とする。

　［方法］　まず、一定の風を発生する装置の全面に布を一端固定で落下させ、その形状変

化を計測した。次に、この変形過程をシミュレＴこ卜する数値計算結果と実験結果を比較し
た。数値計算プログラムで用いる空気抵抗を求めるため、板と板で固定した布を用いた簡
便な空気抵抗計測法を設計し、実験結果の解析を行った。ここで、空気抵抗が空気の速度

　（方向と大きさ）と布面の法線の方向に関係するという単純なモデルを仮定した。これよ
り、モーメントの釣り合い方程式を用いて、試料の垂直方向に加わる力を求め、試料が風
の影響を受けて静止した時の垂直方向との角度と風速から、この力を求める実験式を最小

２乗法により算出した。次に、この実験式を用いて数値計算プログラムを作成した。数値
計算においては、慣性項、弾性項（伸びと曲げ）、内部粘性項（弾性項に対応）、外力と
して重力項、空気抵抗の項を考慮した運動方程式を想定した。
　［結果］　空気抵抗係数を計測し、解析した結果、空気抵抗の速度依存性は、布と板の両

方とも速さの１乗と２乗の中間であった。動的変形の実験結果と数値計算の比較を行った
結果、試料が風の影響を受けて最終的に静止した時の角度と、形状のおおまかな変形過程
は一致したが、詳細については、満足のいく一致は得られなかった。
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織物一編物・組物の力学的性質と布構造

岐阜女大家政　○岩佐美代子　森俊夫

目的　織物や編物が典m. 的な衣料用の布として利用されているのに対して、･組物は古く

ら主に紐として利用されてきており、衣料用の布としてほとんど利用されていない。織

はたて糸とよこ糸が互いに重なり合って織目を形成する。編物はループの連続であって

一プフアブリックといわれる。組物は左右斜めの方向に糸が走り互い･に交錯していて、

の所で反射的に糸が折り返って布を作る。本研究では織物、編物および組物の布構造を

像処理により調べる､と共に、これらの力学的性質を比較検討する。

方法　織物のたて・よこ方向と編物や組物のそれらに対応する方向の糸密度ができるだ

同じになるように市販の綿糸を用いて試料を作成した。織物は家庭用手織機により平織

組織で．編物は家庭用手編機によりメリヤス編を．組物は高台を使用して平組組織である

安田組により作成した．力学的性質として、伸長、曲げ、ねじり･、圧縮および表面特性を

測定した．また、高解度C C D カメラと画像処理m置を用い･て、布の構造を透過像として

とらえ．二値化処理を行うことにより布の画像情報を求めた．

　結果　画像情報の結果から､、　布申の糸間の間隙部分の合計面積は織物＞編物＞組物の順

に. 間隙の個数は組物＞織物＞編物の順に小さ･くなるが．平均の間隙面積では編物は織物

より若干大きくなり．組物は織物や編物の半分以下になると解釈された．曲げ剛性やねじ

り剛性は組物＞織物＞編物の順に小さくなった．最大伸長荷璽やヤング率の大小関係は組

物～織物＞編物となり、ねじり変形における面内荷重の発生挙動とよい.対応関係がみられ

た．表面特性や圧縮特性の結果は組物は滑らかで圧縮されにくいことを示唆している．
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